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民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。 (町民LLf章より)
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九
月
十
日
は
『
企
図
下
水
道
デ

1
』
。
下
水
迫
町
幣
備
を
促
進
し
、

快
適
で
健
康
な
生
活
環
境
を
つ
く

る
た
め
の
同
民
辿
動
向
日
で
す
.

町
で
は
、
近
代
的
な
郁
市
づ
〈

リ
を
め
き
し
て
公
共
下
水
道
都
議

に
梢
干
し
よ
う
と
検
討
し
て
い
ま

す
。
将
来
的
文
化
生
前
を
お
く
る

た
め
の
下
木
心
事
主
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
を
お
知
句
せ
し
ま
す

a

公

共

下

水

事

業

道

快
適
な
生
活
環
境
を
め
ざ
し
て

近
年
に
お
け
る
都
市
へ
の
人
口
集
中

や
市
民
生
活
円
近
代
化
に
よ
り
、
木
町

消
費
を
大
量
に
し
絞
雑
化
し
て
、
河
川

お
よ
び
海
域
な
ど
の
水
質
を
汚
濁
し
て

い
ま
す
.

町
内
中
心
市
街
地
に
お
い
て
も
年
ご

と
に
住
宅
が
新
築
さ
れ
‘
都
市
計
画
街

路
事
業
も
治
々
と
鞍
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
汚
水
内
排
除
は
い
ま
だ
に
道

路
側
溝
に

『
た
れ
流
し
』
の
た
め
、
汚

物
が
た
ま
っ
た
り
通
水
が
悪
く
当
然
ご

み
や
土
砂
が
入
っ
て
詰
ま
り
、
悪
臭
を

放
す
ば
か
り
で
む
く
カ
や
ハ
エ
的
発
生

源
と
立
る
な
ど
、
極
め
て
不
衛
生
で
あ

り
生
活
環
境
問
多
く
の
苦
情
の
原
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。

国
を
は
じ
め
道
に
お
い
て
は
大
気
汚

染
防
止
、
総
化
、
自
然
保
識
な
ど
多
く

の
公
害
防
止
対
策
を
進
的
て
い
ま
す
が
、

特
に
生
活
環
境
内
土
台
で
あ
る
公
共
下

水
道
の
控
備
に
力
を
入
札
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
控
設
に
多
額
肉
質
問

を
裂
す
る
こ
と
か
ら
全
図
的
に
か
主
り

の
立
遅
れ
を
見
せ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
図
的
公
共
下
水

道
税
制
川
闘
の
っ
ち
、
明
相
五
十
年
か

ら
五
十
四
年
ま
で
の
第
四
次
五
ヵ
年
川

闘
で
は
、
普
及
率
を
五
O
%
に
引
き
上

げ
、
ーハ
1
年
ま
で
に
は
九
O
%
じ
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
公
共
下
水
道
に
付
す
る
市

町
村

へ
の
仙
肋
牢
を
羽
行
向
山
O
%
か

工
事
は
長
期
に
わ
た
り
ま
す
か
ら
‘

区
域
を
分
け
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
公
共
下
水
道
は
、
現
在
的
制
瓜

上
受
益
者
向
負
但
主
し
で
は
実
施
で
き

ま
せ
ん
。
す
で
に
実
地
し
て
い
る
全
辺

町
受
益
者
向
負
担
割
り
合
い
を
見
ま
す

と、

一
平
方
幻
当

q
最
高
で
二
百
四
十

円
、
平
均
百
三
十
円
、
最
低
七
十
円
と

立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
算
か
ら
い
き

ま
す
と
、
今
金
町
町
市
街
地
宅
地
の
一

戸
分
の
面
積
を
平
均
三
百
三
十
平
方
灯

(百
坪
)
と
す
る
と
、

一
戸
当
り
の
負

担
は
四
万
三
千
円
と
な
り
ま
す
.

こ
円
受
益
者
負
担
の
納
付
は
事
業
開

始
後
三
i
五
年
の
分
制
払
と
な
り
ま
す
。

卒
業
凶
始
は
普
通
精
工
後
=
了

四
年

で
開
始
さ
れ
ま
す
。

巨 分 金 阪 特別情 置 納付時期

公共下水道 却，5仰向 汚水菅地噛紘Lてか

受益者 n組金 -56，250円
3年-5年の分別納入

ら又'"年前よ"

個 人 n狙
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30，似肺門
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、与
必

将
来
は
水
洗
便
所
に

下
水
道
工
事
は
短
期
凶
に
は
で
き
ま

せ
ん
円
で
区
域
を
定
的
年
次
計
画
を
樹

て
実
施
し
ま
す
。
初
年
度
か
ら
二
一1
四

年
は
管
工
事
を
実
施
し
、
こ
れ
に
家
庭

的
台
所
と
ふ
ろ
の
洗

L
水
を
接
続
し
て

使
用
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
五
i
六

年
め
迄
に
終
末
処
理
坊
を
建
設
し
て
簡

易
処
理
を
開
始
し
ま
す
か
ら
‘
処
理
区

域
内
各
家
庭
で
は
随
時
水
洗
他
所
に
で

き
ま
す
。
他
市
町
で
は
改
造
設
備
費
な

な
ど
に
特
別
な
抗
出
を
し
て
い
ま
す
。

水
洗
便
所
H
こ
れ
は
人
間
と
便
所
町

同
屈
を
解
消
し
ま
す
。
ま
た
現
在
的
、
n

た
れ
流
し
H

?
、
み
取
り
式
〉
で
は
、

健
康
を
害
し
て
使
と
共
に
出
血
し
て
い

て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
水
洗
便
所
に

し
ま
す
と
、
出
血
の
有
無
を
は
じ
め
使

内
状
態
も
目
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

健
康
に
も
一
段
と
注
意
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
使
槽
の
く
み
取
り
も
心
配
す

る
必
要
が
な
く
も
っ
と
も
清
潔
な
生
活

が
で
き
る
円
で
す
.

下

水

道

使

用

料

家
庭
汚
水
〈
台
所

・
ふ
ろ

・
水
洗
便

所
同
流
し
水
}
を
汚
水
管
に
つ
な
い
で

使
用
を
は
じ
め
ま
す
と
‘
月
毎
に
下
水

道
使
用
料
(
汚
水
管
と
処
理
場
内
使
用

料
)
が
か
か
り
ま
す
.

料
金
は
い
ろ
い
ろ
な
定
的
方
が
あ
り

で
道町
路内
側の
溝み
をな
清さ
掃ん
L の
て自
い主
る的
カe な

l 協
。 力

ま
す
が
、
間
山
中
主
例
と
し
て
は
上
水
道

的
使
用
料
金
的
凶
の
宛

1
五
の
%
が
下

水
道
使
用
料
金
と
な
り
ま
す
.
さ
ら
に

町
が
実
施
す
る
汚
水
む
ま
で
の
排
水
設

備

(家
庭
汚
水
管
)
も
側
人
負
担
に
な

り
ま
す
。
参
考
に
他
市
町
村
町
例
を
見

ま
す
と
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
町
に
お
い
て
も
受
益
者
負

担
や
使
用
料
な
ど
を
決
め
る
と
き
は
、

議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
全
住
民
の
事
業
実
施
に
対
す
る

協
力
が
な
け
れ
ば
下
水
泊
事
業
は
完
遂

し
ま
せ
ん
。

意
向
調
査
に
よ
り

住
民
総
参
加
で
推
進

‘，I
，‘1
h
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i
l
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下
水
道
的
完
備
さ
れ
な
い
町
は
近
代

都
市
で
は
な
'
¥
す
べ
て
の
面
で
社
会

的
主
遅
れ
を
と
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

し
か
し
利
用
者
向
角
旭
が
伴
う
こ
と

か
ら
、
町
が
一
方
的
に
事
業
を
起
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

公
共
下
水
道
は
そ
の
名
の
と
お
り
、

河
川
町
水
質
改
普
、
公
害
防
止
な
ど
公

共
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
下
水
道
使
用

料
金
は
最
少
限
必
裂
な
維
持
管
理
費
を

見
柏
っ
て
決
定
し
、
不
足
す
る
経
費
は

町
山
貝
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
こ
の
町
山
口
で
負
担
す
る
維

持
貨
が
町
財
政
上
か
ら
問
組
と
な
る
査

で
す
。だ

か
ら
と
い
っ
て
、
家
庭
で
は
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
を
見
、
電
気
洗
た
く
機
を
使

ら
事
業
貨
の
二
分
的

一
i
三
分
的
二
に

引
き
上
げ
、
さ
ら
に
財
似
の
な
い
市
町

村
へ
の
起
債
を
認
め
る
た
め
に
枠
町
拡

大
を
図
り
、
同
時
に
交
付
税
円
強
化
を

す
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

国
の
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
本
町

内
汚
水
処
理
問
勉
は
急
い
で
抜
本
的
解

決
へ
の
道
を
選
ば
な
け
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
句
、
町
で
は
す
で
に
基

本
計
画
的
審
査
も
終
り
、
昭
和
六
十
年

ま
で
の
基
盤
艶
仰
を
目
標
に
、
今
後
都

市
剖
画
区
域
内
向
用
途
地
域
的
制
益
、

指
定
を
受
け
な
が
ら
全
体
計
画
を
樹
立

す
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
の
し
く
み

土
帥
下
水
と
道
路
側
溝
、
こ
れ
は
雨

水
を
排
出
す
る
と
い
フ
同
じ
役

H
を
持

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
道
路
町
雨
水
は

側
溝
に
流
れ
落
ち
て
い
き
ま
す
。
ま
た

毛
地
内
的
水
も
道
路
側
構
に
流
れ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
両
者
を
集
水
す
る
の
が

都
市
下
水
な
の
で
す
。

で
は
台
所
や
ふ
ろ
の
流
し
水

〈汚
水

}
は
ど
こ

へ
的
て
た
句
よ
い

で
し
ょ
う

か。

道
路
側
鴻
に
流
す
と
必
山
内
が
以
い

生
前
環
境
が
汚
さ
れ
て
公
t
u
問
削
を
引

き
起
こ
し
て
し
ま

い
ま
す
。

こ
こ
で
弔
え
ら
れ
る
の
が
‘
汚
水
と

雨
水
と
を
単
独
に
処
理
す
る
こ
と
主
の

で
す
。
こ
の
両
者
を
合
せ
て

〈公
共
下

水
道
〉
と
い
い
ま
す
。
こ
の
ン
ス
テ
ム

は
雨
水
省
と
汚
水
包
、
そ
し
て
終
末
処

l' 
..-' 

ll) 

用
す
る
現
在
、
も
日
午
や
下
水
道
の
な
い

『
た
れ
流
し
』

の
生
前
は
考
え
ら
れ
主

い
時
代
で
す
し
、

二
十
1
三
十
万
円
的

負
担
も
、
間
入
れ
制
度
を
利
用
し
、
五

年
l
八
年
内
分
納
な
ら
ば
み
な
さ
ん
の

理
解
と
協
力
を
作
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
悪
臭
や
側
溝
に
対
す
る
苦
情

も
根
本
的
に
解
決
で
き
る
こ
と
な
の
で

型
場
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

雨
水
州
U
は
‘
道
路
や
宅
地
内
向
雨
水

を
集
水
し
て
直
接
川
に
流
す
た
め
に
地

下
に
埋
設
し
た
バ
イ
プ
の
こ
と
で
す
。

ま
た
汚
水
管
と
は
、
台
所
ふ
ろ

水
洗
面
阻
所
な
ど
の
流
し
木
〈
汚
水
v

を

集
的
て
終
末
処
理
場
ま
で
運
ぶ
地
下
の

埋
設
管
の
こ
と
で
、
終
末
処
理
場
は
こ

の
汚
水
を
化
学
的
に
き
れ
い
な
水
に
処

理
し
て
川
に
流
す
工
場
の
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
汚
水
は

一
切
地
上
を

流
れ
ず
地
下
を
通
っ
て
処
理
場
へ
巡
ば

れ
る
た
め
に
、
延
山
骨
や
カ
的
発
生
も
心

配
す
る
こ
と
が
な
〈
、
生
活
環
境
は
す

こ
よ
る
改
轡
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

( 2 1 

工
事
費
の
一
部
を

利
用
者
負
担
で

公
共
下
水
道
を
実
施
す
る
に
は
ど
の

く
」つ
い
の
工
事
貨
が
か
か
る
の
で
し
ょ

う
か
。
中
心
市
街
地
的
都
市
計
画
区
域

的
面
積
は
約
三
百
六
十
九ん
あ
リ
ま
す
。

こ
の
ヴ
ち
急
い
で
対
策
の
必
要
主

下
水
道
計
州
区
域
は
有
四
十
じ
か
』ワ有

じ
十

C
で
川
住
人
U
六
千
人
か
ら
一

万

人
を
将
米
の
処
理
人
口
と
し
て
4
え
る

岳
裂
が
あ
り
ま
す
。

市ド来品川
町
‘
ヲ
ち
伊川
工
ド
は

一九
h
hY1
り

一
千
八
行
万
川
、
処
開
場
は

一仁
叫
り

h
百
万
円
、
全
体
で
一
じ
当
リ
一
T
一

れ
万
円
は
必
要
と
な
り
‘
工
ド
終
了
ま

で
は
総
額
三
十
七
億
円
ぐ
ら
い
に
む
る

で
し
ょ
う
。

t 

す
。北

部
柑
山
内
社
会
生
活
閣
の
拠
占
的

な
中
紘
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
附
づ
〈
り

の
た
め
に
、
住
民
の
意
向
調
宜
は
も
と

よ
り
、
み
主
さ
ん
と
の
話
し
合
い
の
も

と
に
理
解
と
協
力
を
得
て
鞘
極
的
に
こ

の
公
共
下
水
辺
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

く
方
針
で
す
。

L排水醐{間 }

①③③から排出される家庭下水

は，<Blの汚水併線(支線)を通って

処寝場ヘ集められ 処理された後

に河川へ放流されます.

⑤⑥からの雨水は⑦の雨水管を

通勺て河川へ沈れます.

( 3 1 



わった名物

大喜びの仮装カー

州
民
業
を
中
心
に
商
工
業
円
振
興
を
凶
っ
て
町
同

党
肢
を
i
と
、
す
っ
か
り
夏
の
名
物
行
ド
に
五
っ

た

n
産
業
ま
つ
り
u

こ
と

L
L
八
月
十
同
日
か
ら

一一一日
間

多
彩
な
山
出
し
で
に
さ
わ
い
ま
し
た
。

毎
年
人
気
の
あ
る
仮
帯
広
戸
!
は

尚
工
会
訂
午

郎
町
巨
大
な
施
、
脱
協
小
山
安
全
を
訴
え
る
カ

メ
、
役
場
の
さ
よ
な
ら
F

必
と
い
ず
れ

L
ア
イ
デ

ヤ
を
こ
」
り
し
た
大
作
で
大

d
H
3.

正
行
者
天
国
で
は
の
び
刊
と
遊
山
，

rど
む
た
ち

ゃ
ビ
ヤ
ガ
デ
ノ
で

一

μ
Y札
る
大
人
た
ち
、
ま

た
会
凶
の
ハ
ム
仲
川
に
今
令
町
を
P
R
し
よ
?
と

ア
?
無
線
の
公
開
実
験
が
行
主
わ
札
る
主
ど
町
中

は
前
父
に
あ
山
札
て
い
ま
し
た

f
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C 4 J 

..uっ〈り市 旭昭和通りか句 rlLを続的出しての歩行名夫
同.U:乱物価の筑在期 'J出Lむのをあきる主掛たらで大時唖.

..野外漬芸会 駅前特社輝台ではli.:J盛大台、持場太政、チピ
yコ太鼓 ~~: rJ! ，:(ilーたちの鬼龍太鼓など町町代表芸能を被保。

企量犬展覧会 令太刊 110瓜が会加 j.f占の西回苦手夫さんの
ピレコアノマウ〆テ μ ド y クは入試投出で者~ 1f:止(写 .f.J.:Ir: 同)

企中学棺遭誼野球大会 近間町の代み 7チームが参加、前年
世勝の今中はク、迫中に tlHtt.快勝lょri.rjJが怜針中を岐 rJf'変勝。

C 5 J 



ものを大切に

E誌・~;ヨE事掴既掴園長ヨ

資源回収や交換会を計画

を見直し、

' 同
』
・

4
F

最
近
、
経
済
的
問
良
成
長
下
に
お
い
て
と

す
、
物
質
由
来
に
か
た
よ
り
が
ち
で
あ
っ
た

従
来
町
生
活
を
み
な
お
し
、

『
も
の
』
を
大

切
に
し
よ
う
と
今
金
婦
人
会
で
は
八
月
二

十
八
日
役
員
会
を
向
き
『
資
源
的
有
効
利
用

運
動
』
を
行
な
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
生
活
意

誠
の
な
か
に
あ
る
砂
消
費
は
美
徳
u

と
か
作

使
い
捨
て
ω

な
ど
と
い
っ
た

「も
の
L

を
そ

ま
つ
に
し
た
り
、
使
え
る
も
円
を
捨
て
た
り

す
る
習
引
を
も
う
一
度
反
省
し
限
り
あ
る
資

源
の
ム

F
使
い
を
や
め
、
み
ん
な
が

「も
の

」
を
大
切
に
す
る
態
度
を
基
調
し
た
盟
か
な

手
括
的
確
立
に
つ
と
め
よ
ヲ
と
す
る
も
の
で
す
。

実
践
方
法
と
し
て
@
各
家
庭
で
ま
ち
ま
ち

に
処
分
し
て
い
る
古
新
聞
、
古
雑
誌
を
毎
月

三
日
」
を
回
収
日
と
定
的
指
定
的
場
所
に

回
収
車
を
巡
回
さ
せ
、
チ
リ
紙
交
換
主
ど
に

号
よ
る
資
源
的
回
収
を
呼
び
か
け

る
@
生
活
用
品
、
衣
類
、
お
も

ち
ゃ
な
ど
家
庭
に
眠
っ
て
い
る

品
物
を
互
い
に
交
換
し
た
り

即
売
会
を
聞
い
て
有
効
に
再
利

用
す
る
。
利
用
し
な
い
品
物
や

即
売
会
で
の
売
上
金
の
一
部
を

福
祉
施
去
に
寄
付
す
る

l
S
ど

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
資
源
凪
収

は
十
月

一
日
か
ら
、
交
換
会
、

即
売
会
は
十
一
月
中
旬
に
第

一

回
目
を
閉
山
附
す
る
子
弘
で
す。

ぜ
ひ
、
み
屯
さ
ん
も
参
加
し

て
も
の
を
大
切
に
す
る
巡
品
川
の

輸
多
広
げ
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事

特
別
養
護
老
人
ホ
!
ム

らせおし

槍
山
管
内
高
齢
者

健
康
コ
ン
ク
ー
ル

忘

れ
ず
申

請
手
続
き
を

高

額

療

養

費

支

給

制

度

昭
和
凶
十
八
年
向
健
康
保
険
法
的
改

正
に
よ
っ
て
、
高
額
州
市
益
代
の
支
給
制

度
が
で
き
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
.
被
扶
養
者
向
、
ヲ
ち
の

同
一
人
の
方
が
‘
同
じ
医
療
機
凶
や
薬

局
な
ど
の
窓
口
で
、
同
じ
月
に
支
払
っ

た
健
康
保
険
に
よ
る
自
己
負
担
額
(
国

保
町
助
介
は
医
療
質
的
三
川
)
が
三
万

円
を
こ
え
た
場
合
そ
の
こ
え
た
部
分

を
健
康
保
険
で
負
担
す
る
制
度
で
す
。

手
紙
き
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
制

を
一
度
病
院
へ
支
払
い
「
高
知
療
養
費

支
給
申
消
4
1

ど
を
役
場
国
保
係
に
従
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

松
山
月
初
の
特
例
議
老
人
ホ
ム
「
川
V
巧
凶
」
と
鋭

光
開
発
的
第
一
歩
と
い
え
る
山
山
市
ポ
ー
リ
ン
グ
工
事
的
起
工

式
が
九
月
九
日
相
次
い
で
行
わ
れ
ま
し
f

、

山
川
口
市
ポ
ー
リ
ン
グ
は
.
純
川
市
街
地
の
国
道
二
七
七
号
線

か
ら
稲
松

・
団
代
剣
道
路
に
五
十

μ入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
出

さ
三
十
幻
の
や
ぐ
ら
と
ポ
ー
リ
ン
グ
機
械
が
セ
ッ
ト
さ
れ
ま

し
た
1

地
下
資
制
判
明
州
査
研
的
手
で
行
わ
れ
、
約
二
ヶ
月
向
子

定
で
五
百
幻
堀
削
し
ま
す
「
推
測
で
は
仰
い
氏
四
十
度
前
後
円

渇
か
出
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
度
柏
山
管
内
向
齢
者

健
康
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
本
町
代
表
的
石

川
己
之
助
さ
ん
(
別
撤

白

石

)
が
男

性
で

一
位
に
選
ぱ
札
、
全
道
コ
ン
ク
ー

ル
に
も
最
終
審
査
の
五
人
に
残
る
ほ
ど

そ
の
健
康
さ
を
誇
り
ま
し
た
。

帰
宅
し
た
石
川
さ
ん
は
、
早
速
い
も

畑
で
作
業
中
。
「
い
や
あ
，F
全
追
に
は

元
気
な
人
が
い
ま
す
ね
。
ま
だ
ま
だ
頑

強
ら
守
、
て
は
余
地

一
に
は
無
理
で
す

よ
。
目
的
検
査
に
は
閉
口
し
ま
し
た
。

毎
日
身
体
を
動
か
さ
主
い
と
ど
う
も
訓

子
が
悪
〈
て
』
と
、
タ
パ
コ
は
吸
わ
ず

働
〈
こ
と
が
他
康
の
秘
け
つ
の
よ
う
で

し
た
。

'

竹
川
州
制
療
昨
世
代
内
支
払
い
は
「
訟
山
市

報
酬
前
求
明
細
苫
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の

「診
療
報
酬
前
求
時
明
細

芯
」
は
医
療
機
関
か
ら
こ
れ
を
審
査
す

る
支
払
基
金
と
い
う
機
関
を
通
じ
て
役

場
へ
送
ら
れ
て
く
る
た
め
実
際
的
支
払

い
は
、
療
養
を
受
け
た
月
町
二
、
三
カ

月
後
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
日
傾
療
養
質
的
支
給
事
由
に
該
当

す
る
方
は
、
な
る
べ
く
早
く
申
川
町
手

続
き
を
行
い
‘
受
給
も
れ
の
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

主
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

役
場
国
保
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
.

天
気
予
報
用
風
景
写
真
を
募
集

一
ま
と
町
結
び
つ
き
を
深
め
る
月
間
仰
と

戸
し
て
テ
レ
ビ
天
気
予
報
の
パ

Y
7
に山間

一
う
弁
地
的
特
色
を
表
現
し
た
カ
ラ
胤

一
絞
り
瓦
を
広
く
み
な
さ
ん
か
均
一
品
集
し
、

一
放
送
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

一
守
募
集
要
領
作
品
H
H
枝

μ
桧
山
地

一

方

の

風
対
写
真
サ
イ
ズ
H
H
カ
ラ
ー

一

デ
ラ

Y
7
ス
サ
イ
ズ

(縦
9
倒
防
ロ

-
5
帥
)
受
付
期
間

l
九
Hn
二
十
八

日
ま
で
N
H
K
間
航
肱
送
局
天
公
予

報
一
万
真
向
係

(郵
送
で
け

つ
こ
う
で

{

す
J

一
マ
放
送
期
間

翌

目印
月
1
日

t'
m月

一

羽
田
天
気
予
報
の
時
間

「応
募
の
中

一

か
ら
天
公
子
市
民
パ

y
y
に
適
し
た

一
む
の
を
保
リ
L
肱
送
い
た
し
ま
す
口

一
マ
そ
の
他

門
U

聞
と
一
諸
に
槻
彬
者
氏

ザ

名

目

所

・
船
彬
場
所
を
把
入
向
上

-幼児にフッソ歯面塗布を

町てeは幼児向虫歯干防対策と L

て、生後7か月からi前3オまでの

幼児に年2回 (6か月毎に 1回)

行うよう呼びかけています.まだ

多数の該当者が受診していません。

料金は無料てeすから受診券を受領

Lていない方は役場前祉課までお

いで〈ださい。

.登lil事務は専門家に依頼しよう

資格のない者が司法書士、土地

家屋調査土の業務を行なうことは、

法律で固く禁じられています。

次的ことは、司法書士、土地家

屋調査士に頼みましょう .

①登記、供託、戸籍的手続①救

判所、検察庁、法務局(地方)に

提出する佐知的作成は 〈司法出土〉

@登記に必要な土地、家屋内捌査

測量①土地、家屋内表示登記を法

務局(地方)に提出する誌類の作

成は〈土地家屋調査士〉

(函館地方法務局今金出張所)

・登記事務相裁を開催 Lます

函館司法啓士会てーは笠記事務的

円滑を図るため登記事務個人相談

を開きます。

日時 10月1日午前10時-3時

場所町民センタ一首農相談室

どもと老人の交通事故絶滅を

( 6 J 

歩行者と自転車利用者に注意

9月 21日一一一 9月 30日

秋の交通安全道民総ぐるみ運動

同
封
く
だ
さ
い
。
作
品
に
つ
い
て
は

お
か
え
し
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
作

品
的
版
権
は
N
H
K
に
寄
席
し
ま
す
。

マ
採
用
者
に
は
必
念
日
山
を
送
り
ま
す
凶

赤
い
羽
根
を
つ
け
ま
し
ょ
う

「お
ね
が
い
し
ま
あ
す
」
と
声
を
か

け
句
れ
る
共
同
募
金
は
一
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
明
る
く
住
み
よ
い
町
っ
く
り

と
不
幸
な
人
た
ち
の
た
め
に
役
立
て

よ
う
と
、
杜
会
全
体
が
共
同
し
て
行
弘

一
ヲ
非
金
扇
動
は
昭
相
二
十
二
年
か
ら
始

的
句
れ
た
も
め
で
す
が
、
応
募
者
に
必

い
羽
山聞
を
波
す
よ
つ
に
な
っ
た
の
は
、

そ
の
盟
年
内
第
二
回
か
ら
で
す
。

赤
い
羽
根
は
、
正
義
と
勇
気
を
象
徴

す
る
と
い
っ
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
伝
来
で

す
が
、
あ
ざ
や
か
な
真
相
内
羽
棋
は
、

ち
ょ
う
ど
こ
の
季
節
に
は
、
ど
な
た
に

も
似
合
う
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
す
。
こ
と

に
赤
い
も
の
を
胸
の
あ
た
り
に
つ
け
る

チ
ャ
ン
ス
同
志
い
男
性
も
、
こ
の
羽
似

だ
け
は
堂
々
と
つ
け
て
歩
け
ま
す
。

共鴎金 J
宅事-1:なが U曹、

でつあ
、、¥
 ゐ

'〆、、

5
S

1

吾、岨

-
E酋

(7) 
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老
齢
特
別
給
付
金

在
附
悩
祉
年
余
は
七
十
歳
カ
ら

t
A
u
m
引
き
札
ま
す
が
、
川
叫
在
六
十
八
段

b
hリ
パ

l
九
品
ま
で
の
方
に
は
、
七

l
k
に
主
る
ま
て
の
川

老

齢
特
別

給
付
合
か
l
A
給
与
ご
引
ふ
こ
と
に
な
り

ま
し
た

受

給

資

格

明
治

=
-
4七
可

一
一月
二
日
i
明
J

川

三
十
九
年
四
月

一
日

ま
れ
た
力
で
、
問
忠
必
給
や
辿
竹
引
川
老
航
附
川
年

金
九4dど
の
公
的
年
品
全
抗

B

を，ルをν乞玄」=古受瓦けてい主

い
人
@

な
お
、
こ
の
給
付
金
は
、
老
附
削

祉
年
金
と
刷
機
本
人
配
問
右
足
は

扶
養
義
務
者
に
一
定
額
以
上
の
所
得

が
主
い
こ
と
な
ど
の
支
給
制
限
が
あ

り
ま
す
。

⑭誕禅師憩
主旦 Eiミ旦?を土日 給
月ふ言以二泊 tl向曲 付
にりで後万円る - 1- 4-
と 十 を五六分ので円 去
い 二 九月千まは・ ( ω
う月月分円で、 J止年 宰百

42iミ2皇自百巴面 一
にで九 八 月 カ 分支万

年
三
回
に
わ
け
て
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
主
っ
て
い
ま
す
。

主
お
、
本
年
九
月
分
か
ら
月
五
T

五
百
円
に
ア

ソ
プ
さ
れ
ま
す
。

七
十
歳
に
な
る
と

七
↓
小
山
に
主
る
と
給
付
金
を
叉
け

る
株
利
が
消
滅
し
ま
す
が
‘
主
齢
制

祉
年
金
を
長
け
る
権
利
が
発
止
す
る

た
的
.
自
動
的
に
切
り
住
え
ら
札
ま

す
の
で
引
き
続
さ

4
令
を
受
け
る
-」

と
に
む
け
主
す

こ
の
印
J

介
、
受
け
る
年
金
の
名
柏

が
ヰ
ん
山
川
州
仰
小
金
-
と
公
け
ま
す

が、

立
給
制
限
は
給
付
金
と
同
桜
、

恩
給
な
ど
の
公
的
年
金
を
交
け
て
い

た
り
、
あ
る
一
定
頑
以
上
の
収
入
が

あ
る
と
き
は
年
金
を
長
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

u本人並びに益著書ま鵠高限 (48年)

パ扶養制服数 l斡 叫 人 l 所抑制1;1:= I  ." " I 吋

本 ( 900，印刷 I ( 598.000) j l|6山s町
(1.094，000) I ( 753，000) 

2 6，420，000ドj I 5.710，0001川lりj 

(1，284，000) I ( 908，000) 

3 3 16…i|s…川
(1，472，000) I (1.063，000) 

4 6，730，0001斗 I6，020，0001吋

'11.04 

園
真
夏
の
成
人
祭

L

ハ
川
目
的

f
l
F
A
的
成
人
祭
仰
は
、
対
草

者
二
h
三
十
二
人
の
う
ち
口
十
五
人
が
参
加
、

八
月
+
山
田
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

成
人
を
代
表
し
て
日
下
対
江
さ
ん
(
花
石

)
が
新
し
い
門
出
町
脅
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

6，175，ooorl 

=広級=

トヒベyク又

( 8 ) 

-
三
歳
児
家
庭
教
育
巡
回
相
談
を
開
催

P
J
ど
も
の
成

μ矧
で
一
番
む
ず
か
し

い
年
令
で
あ
る
主
此
児
の
巡
闘
相
談
が

也
教
吾
主
院
に
よ
り
九
月
二
一
H
町
民
セ

/
グ

l
で
聞
か
れ
た
。
術
単
に
は
道
児

川下…相品川
μ
品
、
今
金
保
他
所
長
、
今
小

校

μ、
川
保
地
婦
が
M
m
U
な
お
母
さ
ん

と
州
別
的
に
相
談
し
助
言
指
訓押し「】
。

f
 

f
 

't !
t
 

f
a
t
 

--1
 

1
 

1
 

1
 I
 

r
 -

-マ

伊
庭
野
修
二

(
辰
夫
民
男
)
末
広
町

上

田

昇

(

昭

吉

長

男

)
南
栄
町

佐

藤

香

織

(宏

長

女

)

神

丘

大

竹

親

範

(吉
光
長
男
)
尚
美
町

川

μ
剛
紀

(紀

邦

長

到

)

栄

町

平
原
大
輔
(
弘
昭
一
一
男
)
八
束

鈴
木
僚
(
竹
雄
長
男
)
日
出
町

水

野

刷

(哲

郎

三

男

)

曙

町

平
原
達
也
(
利
信
長
男
)
御
影

平
原
武
之
(
光
成
長
男
)
南
栄
町

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

森
春
美
(
春
吉
二
女
)
大
和
町

河
川
副
知
之
(
稔
長
男
)
栄
町
西
宮
聡
美
(
消
却
三
女
)
南
栄
町

川
村
芳
二
(
未
次
二
男
)
南
栄
町
内
ケ
島
究
良
(
道
良
長
男
)
鈴
金

七

尭
行
北
権
道
今
金
町
投
書
幅
晶
'
邑
輯
企
画
韓
印
刷
長
門
出
版
社

υ‘
削
M
V
E
E
E
E
E『
E
E』
E
'

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

吉

本

高

夫

1
府
野
文
江
鈴

圏
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

木

島

リ

ツ

七

十

四

歳

白

石

宗

像

司

郎

三

十

八

歳

長

利

河

嶋

田

剛

七

十

五

歳

極

川

白

山

作

次

五

十

七

歳

事

口

升

山

崎

ト

ヨ

八

十

五

歳

神

丘

生

亀

ヒ

ロ

八

十
四

歳

曙

町

小
野
寺
か
ね
よ
八
十
八
歳
義
利
河

渡

辺

シ

ズ

エ

四

十

歳

住

吉

上

村

の

よ

七

十

ニ

哉

神

丘
(
七
月
分
)

尭
行

拍
・

9
m

e哩型宇i¥
前月に
比べて

人口 10，239(+ 1) 
男 5，058(+ 7) 
女 5，181(-6) 

世帯 2，693(土 o) 
(7月31日現在の1
I住民基本台帳人口/

6，885，000円5 

国j


	名称未設定

